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私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
福
津
。
こ
の
福
津
と
い
う
「
郷
」

で
学
び
、「
育
」
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
。
そ
し
て
、
地
域
を
育
て

て
い
け
た
ら
。
こ
の
こ
と
を
「
郷
育
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。「
郷

育
か
わ
ら
版
」
は
、「
郷
育
」
で
取
り
組
ん
で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

講
座
や
事
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も一緒
に
「
郷
育
」

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
福
岡
県
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
平
成
28
年
度
青
少
年
健
全
育

成
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
２
３
点
の
応
募
の

中
か
ら
、
福
津
市
の
子
ど
も
が
、

見
事
に
金
賞
と
銅
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

金
賞
　
蓑
輪
昊
さ
ん

　
　
　（
福
間
小
３
年
）

銅
賞
　
出
口
真
優
さ
ん

　
　
　（
神
興
東
小
６
年
）

※

学
校
名
、
学
年
は
、
受
賞
時

の
も
の
で
す
。

　
今
月
は
「
通
学
合
宿
」
を
紹
介
し

ま
す
。

　
通
学
合
宿
は
、
小
学
生
が
親
元
を

離
れ
て
、
公
民
館
な
ど
で
地
域
の
大

人
と
一
緒
に
宿
泊
生
活
を
し
な
が
ら

学
校
に
通
う
も
の
で
す
。
友
達
と
協

力
し
て
行
う
夕
食
作
り
や
洗
濯
な
ど

の
生
活
体
験
を
通
し
て
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
、
考
え
る
力
や
行
動
す
る

力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
合
宿
の
運
営
は
、
地
域
の
大
人
を

中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
が
行
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
緑
町
区
が
実
行
委

員
会
を
組
織
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
見
届
け
ま
し
ょ
う
。
　

企
画
編
集
　
市
郷
育
推
進
課
　☎
６
２
・
５
０
７
８

い
つ
も
と
違
う
生
活
で

子
ど
も
を
成
長
さ
せ
る
通
学
合
宿
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通
学
合
宿

の
企
画
運
営

に
、
自
治
会

や
地
域
の
団

体
で
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

概
要
　
小
学
１
年
生
〜
６
年
生

の
児
童
２０
人
程
度
で
地
域
の
公

民
館
な
ど
を
利
用
し
て
、
４
泊

５
日
以
上
の
宿
泊
生
活
を
し
な

が
ら
通
学
す
る
も
の

実
施
期
間
　
７
月
〜
１１
月
の
小

学
校
授
業
実
施
期
間
中

市
の
支
援
　
１
団
体
１０
万
円
を

限
度
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
ま
た
、
準
備
期
間
や
実
施

期
間
中
も
市
職
員
が
企
画
運
営

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
補
助

金
の
交
付
に
は
要
件
が
あ
る
た

め
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

募
集
団
体
　
自
治
会
や
地
域
の

団
体
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会

募
集
数
　
３
団
体

受
付
期
限
　
６
月
９
日
（
金
）

受
付
方
法
　
電
話

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
郷
育

推
進
課
☎
６
２
・
５
０
７
８

▲金賞の蓑輪さん▲銅賞の出口さん

受
付
期
限
　
６
月
16
日
（
金
）

②
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

　
自
然
に
囲
ま
れ
た
福
津
の
海
で
、

親
子
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
に
挑
戦
し
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
７
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午

集
合
場
所
　
勝
浦
浜
海
洋
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
勝
浦
漁
港
内
）

講
師
　
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

対
象
　
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

の
２
人
１
組
で
10
組
程
度

費
用
　
千
円
　※

保
険
料
、
施
設
使

用
料

受
付
期
限
　
６
月
16
日
（
金
） 

①
②
共
通
事
項

親
子
で一緒
に
福
津
の
豊
か
な

自
然
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

①
植
物
観
察

　
飯
盛
山
を
歩
き
な
が
ら
植
物
を
観

察
し
ま
す
。
名
前
や
生
息
場
所
の
特

徴
を
知
る
と
楽
し
い
で
す
よ
。
あ
な

た
も
こ
れ
で
植
物
博
士
に
な
れ
る
か

も
。

日
時
　
６
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午

集
合
場
所
　
市
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

講
師
　
西
日
本
短
期
大
学
特
任
教
授

薛
孝
夫
さ
ん

対
象
　
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

合
わ
せ
て
20
人
程
度 

費
用
　
無
料

郷
育
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

託
児
　
受
付
期
限
ま
で
に
要
予
約
　

生
後
６
か
月
以
上
の
未
就
学
児
　
１

人
３
０
０
円

受
付
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
郷
育
推
進

課
☎
６
２
・
５
０
７
８
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
４

３
・
９
０
０
４

※

フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
、
送
信
後
に

確
認
の
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。
抽
選
結
果
は
、
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲昨年の緑町区通学合宿の様子

み
の 

わ 

こ
う

で
ぐ
ち 

ま 

ひ
ろ

せ
つ
た
か
お

１５年目を迎える
郷育カレッジの歴史を振り返ろう

　郷育カレッジは、郷土のことを学び、郷土を
愛し、郷土を育てる人たちが増えるようにと願
いを込めて誕生しました。
　この時のカレッジ生は、２０４人でした。

　福津で暮らす人たちの
郷土への関心は、どん
どん高まってきました。こ
の年に、もっと郷育カレッ
ジを知ってもらうためにカ
レッジ祭を開催しました。

　開講７年目でカレッジ生が 1,000 人を超えま
した。郷育カレッジで学んだ人たちが、地域や
郷育カレッジの運営で今も活躍しています。

　ゆっくりと確実に歩みを進めてきた郷育カレッ
ジの１０周年を記念してイベントを行いました。
来場者は、
４５０人で
した。

　８月５日（土）のスタートに向けて、郷育カレッ
ジ運営委員会では、初の試みとなる参加型の
開講式イベント GO! いくフェスタや楽しく郷土
を知ることができる講座を取りそろえて、皆さん
の参加をお待ちしています。

平成15年10月 郷育カレッジ開講

平成18年 カレッジ生が 500人を突破

平成21年 カレッジ生が 1,000 人を突破

平成 25年 カレッジ 10周年祭を開催

平成29年 もっと魅力的な郷育カレッジへ

ご
う
い
く

福
津
市
子
ど
も
会

育
成
会
連
合
会
情
報

こ
の
子

み
て
ん
し
ゃ
い

通
学
合
宿
に

取
り
組
む
団
体
を

募
集
し
ま
す

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
し
ま
す




